
は
じ
め
に

大
阪
市
民
を
対
象
と
し
た
大
阪
都
構
想
の
二
度
目
の
住
民
投
票
が

今
秋
に
実
施
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
吉
村
洋
文
・
大
阪
府
知
事
と
松
井

一
郎
・
大
阪
市
長
は
二

一
九
年
一
二
月
、「
二

二

年
一
一
月

上
旬
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
」
と
公
表
。

二

二

年
夏
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
が
す
ん
だ
あ
と
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
は
二

二
一
年
に
延
期
に
な
っ
た
が
、
大
阪
都
構
想
は
本
年
一
一

月
の
住
民
投
票
実
施
を
想
定
し
て
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
。

政
令
指
定
都
市
の
大
阪
市
を
廃
止
し
て
特
別
区
に
分
割
す
る
大
阪

都
構
想
は
、
地
域
政
党
「
大
阪
維
新
の
会
」（
以
下
、
維
新
）
が
掲

げ
る
政
策
で
、
二

一
五
年
五
月
一
七
日
の
大
阪
市
民
に
よ
る
住
民

投
票
で
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
年
一
一
月
の
大
阪
府
知
事
・
大

阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
維
新
候
補
が
勝
利
す
る
と
い
う〝
ね
じ
れ
〟

が
起
こ
り
、
当
選
し
た
府
市
両
首
長
は
「
大
阪
都
構
想
を
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
再
挑
戦
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

大
阪
都
構
想
は
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す

る
法
律
」（
大
都
市
法
）
に
よ
っ
て
、
大
阪
府
と
大
阪
市
で
協
議
会

を
設
置
し
、
特
別
区
域
は
ど
こ
に
す
る
の
か
、
大
阪
府
と
特
別
区
の

事
務
分
担
・
税
源
配
分
・
財
政
調
整
な
ど
を
記
載
し
た
「
特
別
区
設

置
協
定
書
案
」
を
作
成
す
る
と
規
定
。
特
別
区
設
置
協
定
書
案
が
府

市
両
議
会
で
可
決
さ
れ
れ
ば
、「
案
」
が
外
れ
て
特
別
区
設
置
協
定

書
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
大
阪
市
民
に
住
民
投
票
で
賛
否
を
問
う

の
も
大
都
市
法
の
定
め
に
よ
る
。
住
民
投
票
で
賛
成
多
数
に
な
ら
な

け
れ
ば
大
阪
都
構
想
は
実
現
で
き
な
い
。

住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
の
で
廃
止
さ
れ
た
協
議
会
は
、
二

一

七
年
六
月
、
ふ
た
た
び
、「
大
都
市
制
度
（
特
別
区
設
置
）
協
議
会
」

（
通
称
、
法
定
協
議
会
）
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

二

一
七
年
六
月
か
ら
二

二

年
二
月
末
に
計
三
三
回
開
催
さ

れ
た
法
定
協
議
会
は
、
二

一
五
年
の
住
民
投
票
で
「
反
対
」
し
た

人
た
ち
を
、
つ
ぎ
の
住
民
投
票
で
は
一
人
で
も
多
く
「
賛
成
」
に
回

ら
せ
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
と
い
っ
て
い
い
。
五
年
前
の
制
度
設

計
を
ベ
ー
ス
に
事
務
局
が
作
成
し
た
制
度
素
案
を
た
た
き
台
と
し

て
、
住
民
投
票
で
反
対
票
を
投
じ
た
人
び
と
が
反
対
す
る
に
い
た
っ

た
要
因
を
一
つ
ひ
と
つ
潰
す
か
た
ち
で
修
正
し
て
い
る
。
こ
れ
が
維

新
流
の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
な
の
だ
ろ
う
が
、
で
っ
ち
上
げ
の

よ
う
な
改
革
効
果
額
が
謳
わ
れ
た
り
、
コ
ス
ト
削
減
の
挙
句
、
本
末

転
倒
な
事
態
に
な
っ
た
り
し
て
お
り
、
大
阪
都
構
想
が
本
質
的
に
抱

え
る
問
題
を
隠
し
た
ま
ま
、
場
当
た
り
的
な
修
正
を
重
ね
た
印
象
が

ぬ
ぐ
え
な
い
。
二
度
目
の
法
定
協
議
会
の
三
年
間
の
軌
跡
を
「
反
対

要
因
潰
し
」
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。

ジ
グ
ザ
ク
走
行
の
法
定
協
議
会

法
定
協
議
会
の
具
体
的
な
協
議
内
容
に
入
る
前
に
、
協
議
会
運
営

に
大
き
く
影
響
し
て
き
た
大
阪
の
政
局
に
つ
い
て
の
べ
て
お
く
。
二

一
七
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
法
定
協
議
会
は
、
大
阪
府
知
事
、
大

阪
市
長
の
ほ
か
、
大
阪
府
議
九
人
、
大
阪
市
議
九
人
の
計
二

人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
る
。
二

一
九
年
三
月
ま
で
の
法
定
協
議
会
を
政

党
別
に
み
る
と
、
最
大
勢
力
の
維
新
は
、
今
井
豊
・
大
阪
府
議
が
協

議
会
の
会
長
で
、
委
員
は
吉
村
市
長
（
当
時
）、
松
井
知
事
（
当
時
）

の
ほ
か
、
府
議
三
人
、
市
議
四
人
。
自
民
党
は
府
議
三
人
、
市
議
二

人
、
公
明
党
は
府
議
二
人
、
市
議
二
人
、
共
産
党
は
市
議
一
人
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
阪
府
市
両
議
会
の
会
派
構
成
に
基
づ
き
選

出
さ
れ
た
人
数
だ
。

法
定
協
議
会
で
何
ら
か
の
採
決
を
と
る
場
合
、
会
長
を
除
く
委
員

一
九
人
の
多
数
決
と
な
る
が
、
維
新
の
委
員
は
九
人
な
の
で
ギ
リ
ギ

リ
過
半
数
に
足
り
な
い
。
自
民
党
と
共
産
党
は
「
政
令
指
定
都
市
の

大
阪
市
を
半
人
前
の
自
治
体
で
あ
る
特
別
区
に
分
割
、
格
下
げ
す
る

の
は
、
住
民
自
治
、
地
方
自
治
の
破
壊
」
な
ど
と
し
て
大
阪
都
構
想

に
は
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
る
。
そ
こ
で
公
明
党
の
四
委
員
が
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
が
、
公
明
党
は
状
況
次
第
で
維
新
に

く
っ
つ
い
た
り
離
れ
た
り
し
、
法
定
協
議
会
の
行
方
を
翻
弄
し
て
き

た
。

法
定
協
議
会
が
注
力
し
た

大
阪
都
構
想
の
「
反
対
要
因
」
潰
し

特
集
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る　

Ⅳ

幸
田　

泉

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

法定協議会が注力した大阪都構想の「反対要因」潰し　
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五
％
。
前
月
の
同
じ
世
論
調
査
で
は
賛
成
四
三
・
一
％
、
反
対
四
一

・
二
％
だ
っ
た
の
が
、
四
月
に
な
り
賛
否
が
逆
転
し
た
。
こ
の
世
論

調
査
で
は
賛
否
に
つ
い
て
の
理
由
も
聞
い
て
お
り
、
四
月
六
日
公
表

の
調
査
で
反
対
派
の
理
由
は
多
い
順
か
ら
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
だ
。

一
、
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
ら
な
い
（
四
一
・

％
）　

二
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
な
ら
な
い
（
一
三
・
八
％
）　

三
、
行
政
の
無
駄
減
ら
し
に
つ
な
が
ら
な
い
（
一

・
四
％
）　

四
、
大
阪
市
が
な
く
な
る
（
一

・
三
％
）

反
対
理
由
の
ト
ッ
プ
は
「
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
ら
な
い
」
で
あ
る
。

大
阪
都
構
想
は
「
二
重
行
政
の
解
消
」
と
「
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
」

が
二
大
看
板
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
大
阪
府

と
大
阪
市
の
二
重
行
政
を
解
消
」
し
た
結
果
、
ど
う
い
う
市
民
的
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
が
み
え
て
こ
な
い
。「
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
」

も
そ
う
だ
。
特
別
区
に
な
れ
ば
何
が
ど
う
便
利
に
な
る
の
か
な
ど
、

ベ
タ
ー
の
具
体
像
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
市
民
は
そ
れ
を
感

じ
取
っ
て
い
た
の
だ
。

二

一
七
年
六
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
法
定
協
議
会
で
は
「
市
民
に

も
っ
と
メ
リ
ッ
ト
を
み
せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二

一
七

年
一
一
月
九
日
の
第
四
回
法
定
協
議
会
で
、
維
新
の
辻
淳
子
市
議
が

「
数
字
で
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
も
ふ
く
め
ま
し
て
、
本
来
の
制

度
改
革
が
め
ざ
す
効
果
の
本
質
、
こ
れ
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く

伝
わ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と

提
案
。
こ
れ
を
う
け
て
、
松
井
知
事
が
「
効
果
が
数
値
化
で
き
る
の

か
ど
う
か
、
数
値
化
し
よ
う
と
思
う
と
、
学
者
の
先
生
だ
と
か
有
識

者
の
皆
さ
ん
に
数
値
化
方
法
も
ふ
く
め
て
対
応
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
か
ど
う
か
関
係
部
局
に
指
示
し
て

検
討
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
返
答
し
、「
数
字
で
示
す
」
方
針
が

決
ま
っ
た
。

大
阪
市
は
「
大
都
市
制
度
改
革
の
経
済
効
果
」
の
算
出
を
業
務
委

託
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
す
る
が
応
募
が
な
く
、
二

一
八
年
四

月
、
二
度
目
の
公
募
に
応
募
し
て
き
た
学
校
法
人
「
嘉
悦
学
園
」（
東

京
都
江
東
区
）
が
委
託
事
業
者
に
決
ま
る
。

嘉
悦
大
学
付
属
経
営
経
済
研
究
所
は
二

一
八
年
六
月
に
報
告
書

を
提
出
。
人
口
約
二
七

万
人
の
大
阪
市
を
四
つ
の
特
別
区
に
分
割

す
れ
ば
、
各
特
別
区
の
人
口
規
模
は
約
六

～
七

万
人
に
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
年
約
一
一

億
円
の
行
政
運
営
コ
ス
ト
が
削
減
で

き
、
そ
の
一
一

億
円
を
公
共
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
投
下
す

る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
が
一

年
で
最
大
約
一
兆
一
五

億
円

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

こ
れ
が
公
表
さ
れ
た
と
た
ん
、
経
済
学
や
地
方
財
政
学
な
ど
の
学

者
た
ち
か
ら
批
判
が
噴
出
。
人
口
規
模
が
四
分
の
一
に
な
れ
ば
、
行

政
運
営
コ
ス
ト
が
年
一
一

億
円
も
節
約
で
き
る
と
い
う
根
拠
が

二

一
七
年
六
月
の
法
定
協
議
会
再
設
置
の
際
、「
大
阪
都
構
想

は
二

一
五
年
の
住
民
投
票
で
決
着
済
み
」
と
す
る
自
民
党
と
共
産

党
は
反
対
し
た
。
再
設
置
さ
れ
た
の
は
、
府
市
両
議
会
で
公
明
党
が

「
設
置
に
賛
成
」
し
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
同
年
一

月
の
衆
院
議

員
選
挙
で
維
新
の
国
政
政
党
「
日
本
維
新
の
会
」
が
議
席
を
一
四
か

ら
九
に
減
ら
し
て
敗
北
す
る
と
、
公
明
党
は
法
定
協
議
会
で
大
阪
都

構
想
の
問
題
点
を
鋭
く
突
く
主
張
を
は
じ
め
る
。

二

一
九
年
に
入
り
、
同
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
目
前
に
し

た
法
定
協
議
会
は
荒
れ
た
。
選
挙
ま
で
に
協
議
を
決
着
さ
せ
て
大
阪

都
構
想
実
現
に
道
筋
を
つ
け
よ
う
と
す
る
維
新
に
対
し
、
自
民
党
と

公
明
党
は
共
同
歩
調
を
と
っ
て
今
井
会
長
の
議
事
運
営
が
強
引
で
恣

意
的
だ
と
非
難
。
法
定
協
議
会
を
終
結
さ
せ
な
か
っ
た
。
維
新
は
、

松
井
知
事
と
吉
村
市
長
が
辞
職
し
て
立
場
を
入
れ
替
え
て
選
挙
に
出

馬
す
る
奇
策
「
ク
ロ
ス
戦
」
に
打
っ
て
出
る
と
表
明
。
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
と
同
日
実
施
さ
れ
た
府
市
首
長
ダ
ブ
ル
選
挙
は
、
維
新
Ｖ

Ｓ
自
公
で
激
突
す
る
構
図
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
首
長
ダ
ブ
ル
選
挙
で
維
新
が
大
勝
す
る
と
、
公
明
党

は
コ
ロ
リ
と
大
阪
都
構
想
賛
成
に
方
針
変
更
し
、
二

一
九
年
六
月

に
再
開
し
た
法
定
協
議
会
で
は
特
別
区
設
置
協
定
書
を
仕
上
げ
る
べ

く
維
新
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
、
も
は
や
維
新
に
と
っ
て
公
明
党
の
協
力
は
必
要
条
件
で

は
な
い
。
二

一
九
年
四
月
の
大
阪
府
議
選
・
大
阪
市
議
選
で
維
新

は
議
席
を
増
や
し
、
自
民
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
。
そ
の
た
め
、
法

定
協
議
会
の
委
員
構
成
で
は
、
自
民
党
府
議
が
三
人
か
ら
二
人
に
な

り
、
維
新
府
議
が
三
人
か
ら
四
人
に
。
維
新
委
員
は
計
一

人
に
な

り
、
過
半
数
を
確
保
し
た
か
ら
だ
。

市
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
示
そ
う
と
登
場
し
た

「
大
阪
都
構
想
の
経
済
効
果
」　　

公
明
党
が
維
新
側
に
た
っ
た
こ
と
で
議
論
が
紛
糾
し
な
く
な
り
、

現
在
の
法
定
協
議
会
は
、
特
別
区
設
置
協
定
書
案
の
仕
上
げ
ま
で
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
。
制
度
設
計
が
五
年
前
に
大
阪
市
民

が
否
決
し
た
も
の
と
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
の
は
、「
大
阪
市
を
五
つ

の
特
別
区
に
分
割
す
る
」
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
「
四
つ
に
分
割
す

る
」
と
な
っ
た
こ
と
だ
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
三
年
間
で
制
度
案
を
ど
う
い
じ
く
り
回
し
た
か

細
か
い
点
を
み
て
い
く
が
、
大
阪
市
民
の
意
識
調
査
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

二

一
五
年
五
月
一
七
日
の
住
民
投
票
一
カ
月
前
の
四
月
六
日
、

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
が
共
同
で
行
っ
た
大
阪
都
構
想
の
世
論
調
査
結

果
が
公
表
さ
れ
た
（
四
月
四
、
五
両
日
に
実
施
、
大
阪
市
民
一

一

五
人
が
回
答
）。
翌
月
に
迫
っ
た
住
民
投
票
で
賛
成
す
る
か
、
反
対

す
る
か
と
い
う
問
い
の
回
答
は
、
賛
成
三
六
・
七
％
、
反
対
四
七
・
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は
な
い
。
大
阪
市
を
廃
止
し
て
設
置
さ
れ
る
四
つ
の
特
別
区
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
基
礎
自
治
体
だ
。
ど
ん
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
削
減
す
る
の
か
と
い
う
予
算
執
行
は
、
各
特

別
区
長
と
特
別
区
議
会
が
決
定
す
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
さ
れ
る
の
か
」
が
法

定
協
議
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
大
阪
都
構
想
が
抱
え
る
本
質

的
な
矛
盾
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
大
阪
市
が
四
つ
の
特
別
区
に
分
か

れ
れ
ば
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
や
っ
て
き
た
業
務
を
四
つ
に
分
か
れ

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
効
率
が
悪
く
な
っ
て
行
政
運
営
コ

ス
ト
は
増
大
す
る
。
増
大
分
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
「
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
削
ら
れ
る
」
と
い
う
議
論
に
な
る
の
だ
。
嘉
悦
学
園
の
報
告

書
の
よ
う
に
成
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
て
い
れ
ば
自
然
に
行
政
運
営
コ
ス

ト
が
ど
ん
ど
ん
削
減
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
予
算
が
増
え
る
制
度

設
計
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
云
々
と
い
う

議
論
は
そ
も
そ
も
必
要
な
い
。
法
定
協
議
会
で
も
こ
の
矛
盾
は
指
摘

さ
れ
た
。

川
嶋
広
稔
委
員
（
自
民
党
、
大
阪
市
議
）　

特
別
区
設
置
協
定
書

に
「（
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
）
維
持
す
る
」
と
書
い
た
か
ら
そ
れ
で
え

え
ね
ん
と
い
う
の
は
イ
ー
ジ
ー
す
ぎ
る
。
財
政
的
な
裏
づ
け
が
な

い
ま
ま
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
（
二

一
九
年
一
一
月
五
日
、
第

二
八
回
法
定
協
議
会
）。
本
当
に
特
別
区
設
置
に
よ
っ
て
（
行
政

財
政
効
率
化
の
）
効
果
が
生
ま
れ
る
な
ら
、
特
別
区
素
案
（
大
阪

都
構
想
の
制
度
案
）
に
入
れ
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か
　

嘉
悦

学
園
の
報
告
書
の
一
兆
円
だ
っ
て
素
案
に
書
け
る
ん
で
す
か
　

毎
年
、
一

億
円
の
効
果
が
あ
っ
て
、
そ
の
一

億
円

で
こ
う
し
ま
す
っ
て
書
け
ま
す
か
　

現
実
的
に
特
別
区
側
に
と

ん
で
も
な
い
し
わ
寄
せ
が
行
く
の
を
危
惧
し
て
い
る
ん
で
す
（
二

一
九
年
一
二
月
一

日
、
第
三

回
法
定
協
議
会
）。

コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ
し
て
支
離
滅
裂
な
「
合
同
庁
舎
」
に

世
論
調
査
の
反
対
理
由
で
三
番
目
に
多
い
の
は
、「
行
政
の
無
駄

減
ら
し
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
。
五
年
前
の
住
民
投
票

の
と
き
は
、
大
阪
都
構
想
の
制
度
案
は
特
別
区
庁
舎
を
新
築
す
る
計

画
で
、
こ
の
建
設
費
用
や
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど
で
、
約
六

億

円
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
い
た
。
謳
い
文

句
の
「
二
重
行
政
の
解
消
」
に
は
行
政
の
無
駄
が
な
く
な
る
よ
う
な

響
き
が
あ
る
が
、
か
え
っ
て
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
わ
か
り
、

大
阪
都
構
想
に
幻
滅
し
た
市
民
も
多
か
っ
た
は
ず
だ
。

そ
の
た
め
、
法
定
協
議
会
で
は
コ
ス
ト
減
ら
し
が
熱
心
に
行
わ
れ

る
。
特
別
区
庁
舎
を
新
築
す
る
の
は
止
め
、
現
在
の
大
阪
市
内
二
四

行
政
区
の
区
役
所
の
建
物
を
目
い
っ
ぱ
い
使
う
こ
と
と
す
る
。
四
特

別
区
の
う
ち
、
大
阪
市
役
所
（
大
阪
市
北
区
中
之
島
）
の
あ
る
特
別

な
い
の
だ
。
嘉
悦
学
園
の
報
告
書
は
全
国
の
自
治
体
の
実
績
値
に
基

づ
き
、
住
民
一
人
あ
た
り
の
行
政
運
営
コ
ス
ト
が
最
低
に
な
る
の
は

人
口
約
五

万
人
の
自
治
体
で
あ
る
と
し
、
大
阪
市
は
四
分
割
に

よ
っ
て
一
つ
の
自
治
体
の
人
口
規
模
が
五

万
人
に
近
づ
く
の
で
行

政
運
営
コ
ス
ト
が
下
が
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
規
模
の
大

き
な
市
で
行
政
運
営
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
の
は
、
都
会
な
の
で
物
価

が
高
い
の
が
主
た
る
要
因
で
あ
る
。
大
阪
市
を
四
分
割
し
た
と
こ
ろ

で
、
い
き
な
り
田
舎
に
な
っ
た
り
は
し
な
い
。
逆
に
、
四
分
割
に

よ
っ
て
地
価
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
が
急
落
す
る
な
ら
ば
、
大
阪
市

内
は
大
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ほ
う
が
大
問
題

で
あ
る
。

二

一
九
年
八
月
二
六
日
の
第
二
五
回
法
定
協
議
会
で
、
報
告
書

を
作
成
し
た
嘉
悦
大
学
付
属
研
究
所
の
教
授
ら
を
呼
ん
で
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
公
明
党
の
肥
後
洋
一
朗
委
員（
大
阪
府
議
）

が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
巨
額
の
行
政
運
営
コ
ス
ト
が
節
約
で
き
る
の

か
質
問
す
る
。

肥
後
洋
一
朗
委
員
（
公
明
党
、
大
阪
府
議
）　

具
体
的
に
ど
う
す

れ
ば
年
間
一

億
円
も
の
財
政
効
率
化
効
果
を
捻
出
で
き
る

の
か
。
特
別
区
は
財
政
効
率
化
効
果
を
ど
う
す
れ
ば
捻
出
で
き
る

の
か
具
体
的
に
ご
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

真
鍋
雅
史
教
授
（
嘉
悦
大
学
付
属
研
究
所
）　

具
体
的
に
申
し
上

げ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
え

て
申
し
上
げ
れ
ば
、
特
別
区
に
な
る
と
小
さ
く
な
り
ま
す
し
、
役

割
も
明
確
に
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
住
民
の
小
さ
な
声
を
拾
っ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
う
い
う
こ
と
の
積
み
重
ね
が
民
主
主
義
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
補
完
性
の
原
理
の
発
現
と
い
う
こ
と
で
財
政
効
率
化

効
果
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一

万
円
も
の
業
務
委
託
料
を
払
っ
て
作
成
し
た
嘉
悦
学
園

の
報
告
書
は
、
一

億
円
や
一
兆
円
な
ど
登
場
す
る
数
字
こ
そ

景
気
が
よ
く
具
体
的
だ
が
、
そ
の
内
容
は
抽
象
論
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。大

阪
市
民
へ
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
す
る
と
記
載

五
年
前
の
世
論
調
査
で
二
番
目
に
多
か
っ
た
反
対
理
由
は
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
な
ら
な
い
」
で
あ
る
。
こ
の
回
答
を
選
ん
だ
人

は
、「
大
阪
都
構
想
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
劣
化
す

る
の
で
は
な
い
か
」
と
危
惧
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
法
定
協
議
会
で
協
議
し
た
結
果
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
」
を
明
確
に
す
る
た
め
、
特
別
区
設
置
協
定
書
に
「
大
阪
市
が

実
施
し
て
い
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
内
容
を
維
持
す
る
」
と
記

載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
記
載
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
法
的
な
拘
束
力
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長
か
ら
知
事
に
鞍
替
え
出
馬
し
た
維
新
の
吉
村
候
補
を
応
援
す
る

松
井
知
事
の
街
頭
演
説

大
阪
都
構
想
は
大
阪
市
が
な
く
な
る
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
反
対
派
は
大
阪
市
が
な
く
な
る
と
不
安
を
煽
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
こ
の
駅
前
が
消
え
て
な
く
な
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
住
ん
で

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く
な
る
の
か
、
そ
ん
な
話
じ
ゃ
な
い
。

必
死
に
「
大
阪
市
が
な
く
な
る
」
と
い
う
事
実
を
打
ち
消
す
の
は
、

「
大
阪
市
が
な
く
な
る
」
か
ら
大
阪
都
構
想
に
反
対
す
る
人
び
と
の

心
変
わ
り
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
も
あ
る
し
、「
大
阪
市
が
な
く
な

る
」
の
を
知
ら
ず
大
阪
都
構
想
に
賛
成
し
て
い
る
人
び
と
を
蒙
昧
の

状
況
に
留
め
置
き
、
次
回
の
住
民
投
票
で
も
賛
成
さ
せ
る
た
め
だ
と

い
う
ほ
か
な
い
。

〝
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
ど
き
〟
で
も
侮
れ
な
い

法
定
協
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
案
の
修
正
作
業
や
メ
リ
ッ
ト

の
数
値
化
な
ど
は
、
小
手
先
の
〝
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
ど
き
〟
に

過
ぎ
な
い
が
、
二
度
目
の
住
民
投
票
へ
の
対
策
と
考
え
る
と
、
こ
れ

ら
は
決
し
て
侮
れ
な
い
。

五
年
前
の
住
民
投
票
結
果
は
賛
否
が
一
万
七
四
一
票
差
だ
っ
た
。

約
七

万
人
の
反
対
者
の
う
ち
五

人
ち
ょ
っ
と
が
「
賛
成
」

に
意
思
変
更
す
れ
ば
、
賛
成
多
数
と
な
る
。
一
％
に
満
た
な
い
人
が

反
対
か
ら
賛
成
に
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
で
賛
否
が
逆
転
す
る
の
だ
。
法

定
協
議
会
で
積
み
重
ね
て
き
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
ど
き
に
よ
っ

て
、
反
対
者
が
雪
崩
を
打
っ
て
賛
成
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
に
せ

よ
、
一

人
に
一
人
く
ら
い
な
ら
「
前
の
制
度
設
計
よ
り
よ
く

な
っ
た
」
と
つ
ぎ
の
住
民
投
票
で
は
賛
成
票
を
投
じ
る
こ
と
は
十
分

あ
り
得
る
。
維
新
は
大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
が
有
権
者
約
二
二

万
人
の
な
か
で
五

人
を
奪
い
合
う
大
激
戦
で
あ
る
こ
と
を
十

分
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
打
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
事
態
に

な
っ
て
も
、
大
阪
都
構
想
は
「
一
一
月
上
旬
に
住
民
投
票
」
と
い
う

方
針
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
市
民
生
活
が
ウ
イ
ル
ス
禍
の
緊
張
や
混

乱
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
状
況
で
、
住
民
投
票
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
だ
半
年
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
大
阪
市

民
は
、「
二
重
行
政
の
解
消
＝
行
政
運
営
の
無
駄
が
な
く
な
る
」
と

は
い
え
な
い
こ
と
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
」
と
特
別
区
設

置
協
定
書
に
書
い
て
あ
っ
て
も
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
な

ど
、「
大
阪
都
構
想
の
真
の
す
が
た
」
を
冷
静
に
見
抜
け
る
よ
う
に

市
民
力
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

区
は
こ
れ
を
特
別
区
庁
舎
と
す
る
。
ほ
か
の
三
特
別
区
は
現
在
、
行

政
区
の
区
役
所
で
あ
る
建
物
の
一
つ
を
「
特
別
区
庁
舎
」
に
看
板
を

掛
け
替
え
、
ほ
か
の
区
役
所
に
も
タ
コ
足
で
職
員
を
配
置
。
大
き
な

箱
が
な
い
二
つ
の
特
別
区
で
は
そ
れ
で
も
職
員
が
は
み
出
す
の
で
、

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
大
阪
市
役
所
に
間
借
り
さ
せ
る
と
い
う
。

「
中
之
島
合
同
庁
舎
」
と
名
づ
け
て
い
る
が
、
三
つ
の
基
礎
自
治
体

（
特
別
区
）
の
職
員
が
同
居
す
る
奇
妙
な
役
所
で
あ
る
。
特
別
区
職

員
を
現
在
の
区
役
所
に
ば
ら
ま
く
タ
コ
足
配
置
と
合
わ
せ
て
、
法
定

協
議
会
で
の
指
摘
を
紹
介
す
る
。

山
中
智
子
委
員
（
共
産
党
、
大
阪
市
議
）　

な
す
べ
き
庁
舎
建
設

も
行
わ
ず
、
各
区
役
所
な
ど
に
職
員
を
詰
め
込
ん
だ
う
え
、
な
お

入
り
切
れ
な
い
職
員
は
中
之
島
庁
舎
に
配
置
し
、
三
つ
の
特
別
区

の
職
員
を
同
居
さ
せ
る
間
借
り
の
合
同
庁
舎
に
い
た
っ
て
は
も
は

や
何
を
か
い
わ
ん
や
だ
と
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
災
害
時
ど
う
す

る
の
か
、
日
常
業
務
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
住
民
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
け
ば
目
的
が
果
た
せ
る
の
か
右

往
左
往
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
自
治
体
職
員
は
住

民
と
と
も
に
あ
る
べ
き
な
の
に
、
そ
の
自
治
体
に
住
ん
で
も
い
な

け
れ
ば
通
勤
も
し
な
い
。
そ
の
自
治
体
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と

な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
地
域
の
問
題
点
や
住
民
の

願
い
が
わ
か
る
は
ず
が
な
い
と
思
い
ま
す
（
二

一
九
年
一
二
月

二
六
日
、
第
三
一
回
法
定
協
議
会
）。

大
阪
都
構
想
で
大
阪
市
は
な
く
な
ら
な
い
！？

世
論
調
査
で
「
大
阪
都
構
想
に
反
対
」
と
回
答
し
た
人
の
う
ち
一

・
三
％
は
、
そ
の
理
由
を
「
大
阪
市
が
な
く
な
る
」
か
ら
と
答
え

た
。
こ
れ
に
は
維
新
も
頭
が
痛
い
は
ず
だ
。
大
阪
市
を
廃
止
せ
ず
に

大
阪
都
構
想
を
や
り
と
げ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
法
定
協
議
会
で

い
く
ら
制
度
案
を
こ
ね
く
り
回
し
て
も
、
こ
の
反
対
理
由
に
は
対
処

で
き
な
い
。
そ
こ
で
維
新
は
、
党
の
松
井
代
表
（
現
大
阪
市
長
）
を

は
じ
め
関
係
者
が
「
大
阪
市
は
な
く
な
る
」
と
い
う
事
実
を
絶
対
に

認
め
な
い
方
法
を
選
ん
だ
。
一
部
の
例
を
紹
介
す
る
。

二
〇
一
八
年
四
月
一
三
日
　「
経
済
人
・
大
阪
維
新
の
会
」（
維
新

を
応
援
す
る
会
社
経
営
者
ら
の
団
体
）
が
主
催
し
た
報
告
会
「
大

阪
都
構
想
を
実
現
し
よ
う
！
」
で
の
松
井
知
事
の
発
言

　

反
対
派
は
も
う
ず
っ
と
い
い
ま
す
。「
大
阪
市
が
な
く
な
る
」、

何
か
と
い
え
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
破
壊
さ
れ
る
」。
大
阪
都
構

想
が
実
現
す
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
き
て
大
阪
市
内
エ
リ
ア

が
消
滅
す
る
よ
う
な
こ
と
い
い
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
大
層
な
話

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
一
九
年
三
月
二
一
日
　
大
阪
府
知
事
選
挙
告
示
日
、
大
阪
市

法定協議会が注力した大阪都構想の「反対要因」潰し　
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